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本

県

で

は

、

令

和

元

年

度

か

ら

の

五

年

間

を

計

画

期

間

と

す

る
「

山

梨

県

教

育

大

綱

」

に

基

づ

く

教

育

施

策

を

展

開

し

て

お

り

、

今

年

は

そ

の

三

年

目

に

入

り

ま

す

。 

県

知

事

の

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

の

も

と

、

特

に

少

人

数

教

育

の

推

進

と

Ｉ

Ｃ

Ｔ

教

育

の

推

進

に

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

少

人

数

教

育

で

は

、

令

和

三

年

度

小

学

校

入

学

生

に

二

十

五

人

学

級

を

導

入

す

る

準

備

を

進

め

、

ま

た

Ｉ

Ｃ

Ｔ

教

育

で

は

、

小

中

学

校

で

の

一

人

一

台

端

末

整

備

の

流

れ

を

高

校

や

特

別

支

援

学

校

に

拡

大

し

、

令

和

四

年

度

入

学

生

か

ら

一

人

一

台

環

境

の

実

現

を

目

指

し

ま

す

。 

教

育

環

境

の

向

上

を

目

指

し

て

取

り

組

む

一

方

で

、

学

校

教

育

の

大

切

な

部

分

は

見

失

わ

な

い

よ

う

に

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

教

育

基

本

法

に

あ

る

よ

う

に

、

「

人

格

の

完

成

を

目

指

し

」

て

行

わ

れ

る

教

育

、

「

自

己

の

崇

高

な

使

命

を

深

く

自

覚

」

す

る

こ

と

を

求

め

ら

れ

る

教

員

。

こ

れ

が

学

校

教

育

の

基

本

で

、

何

よ

り

大

切

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

ま

す

。 

学

習

指

導

要

領

に

お

け

る

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

と

は

、

学

校

で

の

生

活

が

子

供

た

ち

の

人

格

形

成

に

き

わ

め

て

重

要

で

あ

る

と

の

認

識

を

基

礎

と

し

て

い

る

部

分

が

大

き

い

と

思

い

ま

す

。 

学

校

生

活

を

子

供

た

ち

と

共

に

過

ご

す

先

生

方

に

は

、

毎

日

の

自

身

の

姿

勢

を

通

じ

て

伝

わ

る

部

分

こ

そ

教

育

効

果

が

大

き

い

こ

と

、

ま

た

教

員

の

資

質

能

力

と

は

集

団

と

し

て

の

指

導

力

に

つ

な

が

る

も

の

で

あ

っ

て

こ

そ

発

揮

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

こ

と

、

こ

の

二

点

を

新

し

い

年

も

訴

え

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 


